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２
次
安
倍
内
閣
の
発
足
か
ら

間
も
な
く
３
年
が
た
つ
。
そ

の
間
の
政
策
運
営
を
通
じ
て

明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
デ
フ
レ
脱
却

や
内
需
拡
大
に
は
名
目
賃
金
の
十
分
な

上
昇
が
や
は
り
重
要
で
あ
り
、
金
融
政

策
だ
け
で
実
現
す
る
こ
と
は
容
易
で
な

い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
９
月
の
現
金
給
与
総
額
は
前
年
比
０

・
６
％
増
、
う
ち
一
般
労
働
者
（

≒

正

社
員
）
の
所
定
内
給
与
は
０
・
４
％
増

だ
っ
た
（
速
報
値
）。
低
失
業
率
や
過

去
最
高
水
準
の
企
業
収
益
、
昨
年
に
続

い
て
ベ
ア
の
実
施
と
い
っ
た
話
題
と
は

裏
腹
に
、
名
目
賃
金
は
最
近
で
も
ご
く

わ
ず
か
な
上
昇
に
と
ど
ま
る
。
物
価
が

毎
年
２
％
上
昇
す
る
た
め
に
は
、
労
働

生
産
性
上
昇
率
を
年
１
〜
２
％
と
す
る

と
名
目
賃
金
が
年
３
〜
４
％
上
昇
す
る

必
要
が
あ
る
。
デ
フ
レ
に
慣
れ
た
私
た

ち
に
と
っ
て
は
想
像
し
に
く
い
世
界
だ

が
、
賃
金
が
そ
の
く
ら
い
上
昇
し
な
け

れ
ば
２
％
イ
ン
フ
レ
は
維
持
で
き
な
い
。

　
正
社
員
の
所
定
内
給
与
は
な
ぜ
伸
び

悩
ん
で
い
る
の
か
。
正
社
員
の
確
保
が

困
難
な
ほ
ど
労
働
需
給
が
逼
迫
し
て
い

れ
ば
、
企
業
は
収
益
が
多
少
圧
迫
さ
れ

て
も
積
極
的
に
賃
上
げ
を
行
う
は
ず
だ
。

し
か
し
現
実
に
そ
う
な
っ
て
い
な
い
の

は
、
需
給
が
十
分
に
逼
迫
し
て
い
な
い

た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
実
際
、
正
社
員
の
有
効
求
人
倍
率
は

９
月
で
０
・
77
倍
（
季
節
調
整
値
）
で

あ
っ
た
。
０
・
77
倍
と
は
、
１
０
０
人

の
就
職
希
望
者
に
対
し
て
募
集
が
77
人

と
い
う
状
況
だ
。
非
正
規
雇
用
を
含
む

全
体
（
１
・
24
倍
）
と
は
イ
メ
ー
ジ
が

大
き
く
異
な
る
。
医
療
・
福
祉
な
ど
人

手
不
足
に
直
面
し
て
い
る
業
種
は
あ
る

が
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
企
業
側
優
位

の
〝
買
い
手
市
場
〞
で
あ
る
。

　
日
本
銀
行
は
２
％
の
物
価
目
標
の
達

成
時
期
を
、
数
回
の
延
期
を
経
て
２
０

１
６
年
度
後
半
ご
ろ
と
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
は
来
春
の
賃
金
交
渉
で
高
水

準
の
ベ
ア
が
実
施
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

だ
が
、
正
社
員
の
労
働
需
給
や
足
元
の

景
気
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
の
実
現

は
難
し
く
、
日
銀
が
想
定
す
る
物
価
目

標
の
達
成
は
厳
し
く
映
る
。

　
15
年
は
正
規
雇
用
が
増
加
に
転
じ
、

正
社
員
の
労
働
需
給
は
着
実
に
改
善
し

て
は
い
る
。
だ
が
、
変
化
は
緩
慢
で
あ

り
、
４
０
０
万
近
く
あ
る
国
内
企
業
の

大
多
数
に
波
及
す
る
に
は
数
年
程
度
か

か
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
先
さ
ら
に

数
年
、
前
向
き
な
変
化
を
維
持
で
き
る

か
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
試
練
は
続
く
。
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2015年9月における正社員の有効求人倍率
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